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主な内容　p2-3新庁舎建設計画　p4高齢者各種イベント　p5男女
共同参画　p6行政機関の年末年始業務案内　p7ホストファミリー
募集、カップリングパーティー参加者募集　p18-19文化祭　など

表紙　市民参加による防災訓練。
毛布と竹竿の応急担架で病人を運
びます。（関連記事p21）
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▪
新
庁
舎
建
設
方
針

1
市
民
共
有
型
の
庁
舎

「
市
民
と
共
に
創
り
上
げ
る
庁

舎
」を「
市
民
共
有
の
庁
舎
」と

定
義
し
ま
す
。

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
市

議
会
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
の

決
議
採
択
、
庁
舎
建
設
１
０
０

人
市
民
会
議
か
ら
の
提
言
な
ど

を
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
い
施
設
と
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。ま
た
、
将
来
的
な
動

向
を
見
据
え
た
市
民
の
た
め
の

庁
舎
と
し
ま
す
。

❶ 

市
民
と
共
に
創
り
上
げ
る

庁
舎

❷ 

市
民
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
庁
舎

❸ 

利
用
者
に
わ
か
り
や
す
い

施
設
構
成

❹ 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

❺ 
市
民
に
開
か
れ
た
、身
近
な

議
会
施
設

2
身
の
丈
に
あ
っ
た
庁
舎

少
子
高
齢
化
や
地
域
主
権
の
確

立
が
叫
ば
れ
る
中
、
庁
舎
の
建

設
計
画
に
お
い
て
は
、
建
設
時

の
み
な
ら
ず
数
十
年
後
の
社
会

情
勢
を
考
慮
し
た
計
画
と
し
ま

す
。

　
将
来
の「
減
築
」や「
増
築
」、

「
用
途
変
更
」
ま
で
視
野
に
入

れ
た
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
自

由
度
）が
高
い
、容
易
に
変
更
や

更
新
が
可
能
な
計
画
と
し
ま
す
。

　
「
市
民
」「
議
会
」「
行
政
」
が

相
互
に
利
用
し
あ
え
る
空
間
を

持
つ
庁
舎
と
し
ま
す
。そ
の
た

め
に
施
設
が
過
大
な
も
の
と
な

ら
な
い
よ
う
に
十
分
留
意
し
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
地

域
主
権
の
確
立
な
ど
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
で
き
る
効
率
的

で
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
と
し
ま

す
。

❶ 

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、

地
域
主
権
の
確
立
な
ど
社
会
情

勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
庁
舎

❷ 

庁
舎
の
ス
ペ
ー
ス
の
無
駄

を
な
く
し
可
能
な
限
り
集
約
や

統
合
、
相
互
利
用
を
試
み
効
率

的
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎

❸ 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
良
い

庁
舎

3
人
に
や
さ
し
く
環
境
に

や
さ
し
い
庁
舎

新
庁
舎
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や

※イラストはイメージであり、デザインなどの詳細につきましては異なる
場合があります。

す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
採
用
や
、
既
存
校
舎
の
利
用

な
ど
、
環
境
配
慮
型
の
建
物
と

し
て
地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
信
頼
感
の
あ
る

庁
舎
と
し
ま
す
。ま
た
、
大
地

震
や
台
風
な
ど
の
大
規
模
災
害

の
発
生
時
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
的
確
な
指
示
や
指
揮
、

情
報
の
収
集
、
伝
達
な
ど
防
災

活
動
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

❶ 

人
に
や
さ
し
い
、環
境
に
や

さ
し
い
庁
舎
の
実
践

❷ 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
対
応
し
た
、
人
に
や
さ
し
い

庁
舎

❸ 

防
災
拠
点
と
し
て
市
民
を

守
る
、安
心
感
の
あ
る
庁
舎

▪
こ
の
よ
う
な
庁
舎
に

1
既
存
校
舎
を
利
用
し
ま

す人
口
減
少
の
中
、
稲
敷
市
に
お

い
て
も
、
平
成
17
年
３
月
の
町

村
合
併
か
ら
、
約
３
千
人
の
人

口
減
少
が
見
ら
れ
ま
す
。人
口

減
少
社
会
の
中
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
職
員
数
の
削
減
も
今
ま

で
以
上
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り

まとまる
新築庁舎

リニューアル庁舎

来庁者駐車場
防災エリア
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校舎を利活用した市庁舎の建設計画

稲敷市新庁舎整備概要

整備規模
◆新築庁舎　　　　　6,500㎡ （地上４階建て）

◆リニューアル庁舎　2,200㎡ （耐震工事済の既存  

    校舎活用）
　　合計　　　　　　8,700㎡
◆所在地　稲敷市犬塚1570外 （旧江戸崎西高等学  

    校跡地）

◆敷地面積：約51,847㎡
◆供用開始予定：平成25年度 （合併特例債期間内）

◆総建設費の目標額：約35億円
　※現在の４庁舎の改修・解体約５億円を含む

　◆当初計画建設費の45億円から30億円に削減　
　　⃝建設工事費 約１5億円削減
　◆当初計画に無い工事などの追加
　　⃝校舎解体工事費 約2億円
　　⃝既存庁舎解体・改修費 約3億円

ま
せ
ん
。

　
将
来
、
職
員
数
が
減
少
し
庁

舎
に
余
剰
ス
ペ
ー
ス
が
生
じ
な

い
た
め
に
既
存
校
舎
を
利
活
用

し
、
新
築
面
積
が
過
大
に
な
ら

な
い
よ
う
に
計
画
し
ま
す
。

2
建
設
コ
ス
ト
を
抑
制
し

ま
す

建
設
単
価
を
現
在
の
単
価
で
再

算
定
し
ま
す
。

　
新
築
面
積
を
小
さ
く
す
る
こ

と
で
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
ま

す
。

▼
配
置
部
署
、
職
員
数
の
見
直

し

▼
既
存
校
舎
の
利
活
用

3
新
利
根
・
桜
川
・
東
地
区

に
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）を
設
置
し
ま
す

行
政
機
能
を
完
全
に
集
約
す
る

の
で
は
な
く
、
既
存
施
設
に
機

能
を
移
転
し
複
合
的
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
諸

証
明
の
発
行
な
ど
簡
易
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

4
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
確

保
し
ま
す

公
共
交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り

継
ぎ
調
整
で
き
る
拠
点
施
設
と

し
て
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
備

え
た
ロ
ー
タ
リ
ー
を
計
画
し
ま

す
。

5
消
防
用
地
を
新
た
に
確

保
し
ま
す

江
戸
崎
、
美
浦
の
統
合
消
防
署

建
設
用
地
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
美
浦
村
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

考
慮
し
た
計
画
と
し
ま
す
。

市民の皆様のご意見を取り入れた新たな新庁舎建設計画

皆様からのアンケートの結果により昨年10月より市民共有型の事業推進を掲げ事業を
再開し、今年４月に、各種団体からの推薦と公募による「稲敷市庁舎建設100人市民会
議」を発足させ、ご意見や提言を頂きました。これをふまえ建設計画の見直しを行い、「市
民サービス向上」を基軸とした「市民共有型」の新庁舎建設計画がまとまりましたので、
お知らせします。

●稲敷市秘書広聴課 政策審議室（江戸崎庁舎）
☎ 029-892-2000（内線 2611）
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稲敷市には、元気な高齢者の方々が大勢いらっしゃいます。
　今回は、秋に行われた高齢者のイベントや大会をまとめてお伝えし
ます。
●稲敷市高齢福祉課（新利根庁舎）☎ 029-892-2000（内線 3256）

いつまでもお元気で！稲敷の高齢者
敬老会／福祉関係スポーツ大会

いばらきねんりんスポーツ大会
第15回いばらきねんりんスポーツ大会
が、11月10日に、笠松運動公園で開催
されました。
　市の大会を勝ち抜いた選手達が、来年
度の全国ねんりんピック（熊本県）出場を
目指し、輪投げ・ペタンク・ゲートボール・
グラウンドゴルフの試合に挑みました。
■グラウンドゴルフ
準優勝：小林三令（来年の全国ねんりんピ

ック出場決定）

■輪投げ
敢闘賞：橋向１チーム

ねんりんピック石川大会
第23回全国健康福祉祭ねんりんピック
石川大会が、10月9日から12日に、石
川県白山市白山ろくグラウンドで開催さ
れました。
　昨年の茨城大会で優勝した、下君山Ｂ
チーム（稲敷市チーム）が県代表として、ペ
タンク種目に出場しました。雨が降る中、
3試合に臨み、1勝2敗で惜しくも決勝
リーグには進めませんでした。
■下君山Ｂチーム（稲敷市チーム）

監督（兼選手）＝小林三令
選手＝鈴木薫、吉田澄江、高橋亨

敬
老
会

10
月
17
日
に
江
戸
崎
体
育
館
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
10
月
の
秋
晴
れ
の
中
、
１
６
０
０
人
ほ
ど
の
出
席
が
あ

り
、盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
協
会
か
ら
２
組
の
発
表
が
あ
り
、そ
の
後
、「
三
田

明
」「
鳴
海
聖
子
」「
花
田
響
子
」の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
方
が
、
に
こ
や
か
に
帰
ら
れ
た
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

高齢者運動会
11月6日と27日に高齢者運動会が開催
されました。
　6日は新利根・東支部が、27日は江戸
崎・桜川支部が開催され、合計約800人
が参加しました。
　おみくじリレーや玉入れなどの競技を
行い、皆さん、気持ちよく体を動かしま
した。

△新利根・東支部

△江戸崎・桜川支部
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男女共同参画とは、女性にとっても男性にとっても幸せな
社会をつくっていくことです。
　男性も女性も心を合わせ協力し合い、美しいハーモニー
を奏でながらともに歩んでいきましょう 。

●稲敷市秘書広聴課女性行政係（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2401）

女
ひと
と男
ひと
のハーモニー　Vol_31

男女共同参画社会を目指して　

■
第
１
回
の
男
女
共
同

参
画
講
座
を
開
催
し
ま

し
た

第
１
回
男
女
共
同
参
画
講
座
と

し
て
、
10
月
30
日
に
行
方
市
に

あ
る
レ
イ
ク
エ
コ
ー
（
茨
城
県

女
性
プ
ラ
ザ
）主
催
の
公
開
講
演

会
へ
参
加
し
ま
し
た
。稲
敷
市

か
ら
20
人
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
講
師
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト

の
山
本
博
さ
ん
。「
最
後
は
願

う
も
の
〜
現
役
選
手
と
し
て
今
、

伝
え
た
い
こ
と
〜
」
の
テ
ー
マ

で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
5
回
出
場
し
、
現

在
は
日
本
体
育
大
学
准
教
授
と

し
て
指
導
に
当
た
る
一
方
、
ご

自
身
も
現
役
選
手
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。マ
イ
ナ
ー
な

ス
ポ
ー
ツ
な
ら
で
は
の
貴
重
な

体
験
や
、
目
標
を
持
ち
続
け
努

力
す
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
受
講
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

・
意
欲
を
持
っ
て
日
々
を
過
ご

平
成
22
年
度　
男
女
共
同
参
画
講
座

す
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
ま

し
た
。

・
幅
広
い
切
り
口
で
、
非
常
に
た

め
に
な
る
お
話
を
伺
い
感
激
し
ま

し
た
。人
生
、
具
体
的
な
目
標
を

持
っ
て
の
ぞ
む
こ
と
は
生
き
が
い

に
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
経
験
談
、

大
変
興
味
深
く
聴
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。人
生
前
向
き
に
生
き

て
い
け
ば
楽
し
く
過
ご
せ
る
と
思

い
ま
す
。

　
稲
敷
市
で
は
、
今
後
も
講
座
を

計
画
し
て
い
ま
す
。ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。詳
細
は
次
の
通

り
で
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
講
座
を
募

集
し
ま
す

第
２
回　
大
切
な
人
を
守
り

た
い
〜「
救
命
救
急
講
座
」　

家
族
や
同
僚
な
ど
が
万
一
の
と
き
、

救
命
の
手
助
け
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時
：
平
成
23
年
1
月
29
日

（
土
）午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

▼
場
所
：
江
戸
崎
庁
舎　
2
階
会

議
室

▼
内
容
：
普
通
救
命
講
習　

（
応
急
手
当
の
基
礎
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
な
ど
）

　
講
習
が
修
了
し
た
方
に
は
修

了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
講
師
：
江
戸
崎
消
防
署
員

▼
対
象
・
定
員
：
市
民　
20
人

（
先
着
順
）

▼
参
加
費
：
無
料

▼
申
し
込
み
期
限
：
平
成
23
年

１
月
14
日（
金
）ま
で

第
３
回　

カ
ラ
ダ
と
コ
コ

ロ
の
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
講
座

自
分
を
磨
く
！
〜
美
し
い

マ
ナ
ー
と
素
敵
な
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
〜

▼
日
時
：
平
成
23
年
2
月
6
日

（
日
）午
後
１
時
半
か
ら
３
時
半

ま
で

▼
場
所
：
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容
：
「
心
の
お
し
ゃ
れ
」

を
磨
い
て
素
敵
に
セ
ン
ス
ア
ッ

プ
！

　
好
感
を
も
た
れ
る
美
し
い
マ

ナ
ー
や
立
ち
居
振
る
舞
い
、
美

し
い
歩
き
方
を
音
楽
♪
に
あ
わ

せ
て
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
し
ま
す
。

▼
講
師
：
佐
藤
美
代
子
（
マ
ナ

ー
講
師
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
対
象
・
定
員
：
市
民　
30
人

（
先
着
順
）

▼
参
加
費
：
無
料

▼
申
し
込
み
期
限
：
平
成
23
年

1
月
25
日（
火
）ま
で

第
２
回
お
よ
び
第
３
回
講

座
の
申
し
込
み
方
法

▼
申
し
込
み
方
法
：
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・（
救

命
講
座
は
生
年
月
日
も
）
を
記
入

の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。電
話
で
も
お
受

け
い
た
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
：
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課　
女

性
行
政
係

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９ｰ

８
９
３ｰ

０

３
８
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

２

０
０
０（
内
線
２
４
０
１
）
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９
４
︲
４
５
１
０

■ 

衛
生
土
木
へ
の
ゴ
ミ
持

ち
込
み

▽
年
末
の
持
ち
込
み
：
12
月
28

日（
火
）　
午
後
４
時
ま
で
。　

▽
休
み
期
間
：
12
月
29
日（
水
）

〜
平
成
23
年
１
月
３
日（
月
）

■ 

可
燃
ゴ
ミ
特
別
収
集

年
末
の
特
別
収
集
は
通
常
の
曜

日
、
コ
ー
ス
と
違
っ
た
行
程
で

行
い
ま
す
。当
日
の
午
前
８
時

30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。収
集
後
に
出
さ
れ
た
ゴ
ミ

は
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
収
集
日
：
新
利
根
地
区
、
桜

川
地
区
＝
12
月
29
日
（
水
）
／

江
戸
崎
北
・
南
地
区
、
東
地
区

＝
12
月
30
日（
木
）

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０
（
内
線
４
４
０
０
）
／

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合
衛

生
業
務
課　
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
８
４
１

■ 

し
尿
汲
み
取
り

地
区
ご
と
に
担
当
業
者
が
決

ま
っ
て
い
ま
す（
下
記
表
参
照
）。

年
末
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
業
務
案
内

　
行
政
機
関
、各
公
共
施
設

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
行

政
機
関
、
公
共
施
設
な
ど
が
休

み
に
な
り
ま
す
。

■ 

市
役
所
各
庁
舎

婚
姻
届
、
出
生
届
、
死
亡
届
な

ど
は
、日
直
が
受
け
付
け
ま
す
。

（
元
旦
も
受
け
付
け
し
ま
す
）

▽
休
み
期
間
：
12
月
29
日（
水
）

〜
平
成
23
年
１
月
３
日（
月
）

●
稲
敷
市　
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０

■ 

歴
史
民
俗
資
料
館
、図
書

館
、
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
各
公
民
館
、
各
体
育

館
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
休
み
期
間
：
12
月
27
日（
月
）

〜
平
成
23
年
１
月
４
日（
火
）

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎

０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

／
図
書
館　

☎
０
２
９
９
︲

７
９
︲
３
１
１
１
／
あ
ず
ま

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎

０
２
９
９
︲
７
９
︲
０
０
５
３

／
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

☎

０
２
９
７
︲
８
７
︲
６
１
１
１

／
江
戸
崎
公
民
館　
☎
０
２
９

対象地区 業者名 電話番号 休み期間
江戸崎地区 江戸崎衛生社 029-892-0456 12月30日（木）～ 1月3日（月）
君賀地区のみ 大利根クリーン工業 0297-86-2743 12月30日（木）～ 1月3日（月）
桜川地区 遠藤衛生 0478-72-3305 12月30日（木）～ 1月7日（金）
桜川・新利根地区 関東総業 0297-87-2552 12月30日（木）～ 1月3日（月）
東地区 （有）環境衛生センター 0478-54-3283 12月29日（水）～ 1月3日（月）
東地区 （有）オサム 0299-66-4114 12月31日（金）～ 1月3日（月）
東地区 北総衛生舎 0299-79-0050 12月29日（水）～ 1月4日（火）

︲
８
９
２
︲
４
１
１
０
／
新
利

根
公
民
館　

☎
０
２
９
７
︲

８
７
︲
２
１
７
５
／
桜
川
公

民
館　

☎
０
２
９
︲
８
９
４

︲
２
９
８
１
／
江
戸
崎
体
育

館　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

８
６
６
１
／
桜
川
総
合
運
動
公

園　

☎
０
２
９
︲
８
９
４
︲

３
６
０
０

■ 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
ア
イ

▽
休
み
期
間
：
12
月
29
日（
水
）

〜
平
成
23
年
１
月
４
日（
火
）

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い

ア
イ　
☎
０
２
９
７
︲
８
７
︲

７
０
７
０

■ 

斎
場 

聖
苑
香
澄

▽
休
み
期
間
：
平
成
23
年
１
月

１
日（
土
）〜
３
日（
月
）　
▽
受

付
業
務
：
１
月
１
日（
土
）か
ら

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　

※
予
約
は
受
け
付
け
し
ま
す

が
、
申
し
込
み
手
続
き（
申
請
お

よ
び
打
合
せ
）は
１
月
４
日（
火
）

か
ら
行
い
ま
す
。

●
聖
苑
香
澄　
☎
０
２
９
︲
８

 

受付時間

平日 8:00 - 15:00／土曜 8:00 - 12:00

パンダバス < 福祉有償運送 >
◎ご自宅から目的地まで。

◎通院やお買いもの、お出かけにご利用できます。

◎車椅子でのご利用も可能です。(専用車あり )

※ご利用には制限がございます

ＮＰＯ法人稲敷みんなのまちづくり

TEL/FAX 029-892-5590
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トピックス

国
を
身
近
に
体
験
で
き
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
生
き
た
英

語
に
接
し
、
家
族
ぐ
る
み
で
友

好
が
深
め
ら
れ
ま
す
。中
高
生

の
お
子
さ
ん
に
は
ホ
ス
ト
と
し

て
行
動
を
と
も
に
し
て
い
た
だ

き
、
東
京
一
泊
研
修（
デ
ィ
ズ
ニ

ー
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
）
や
中
学
校
交

流
会
な
ど
を
一
緒
に
体
験
し
て

も
ら
い
ま
す
。

■ 
募
集
要
件

1 

メ
イ
ン
ホ
ス
ト
と
し
て
受

入
れ
の
期
間
、
一
緒
に
行
動
で

き
る
中
学
生
か
高
校
生
が
い
る

こ
と
。

2 

受
入
れ
協
力（
宿
泊
、食
事
な

ど
の
提
供
）が
可
能
な
ご
家
族
。

※
１
人
に
つ
き
２
５
０
０
０
円

の
補
助
あ
り

3 

受
入
説
明
会
お
よ
び
英
会

話
研
修
会
に
参
加
で
き
る
こ
と
。

▽
日
時
：
平
成
23
年
２
月
20
日

（
日
）　
午
後
１
時
30
分
〜　
▽

会
場
：
江
戸
崎
公
民
館

■ 

募
集
人
数

約
20
人
を
予
定

姉
妹
都
市
「
カ
ナ
ダ
・
サ
ー
モ

ン
ア
ー
ム
市
」
か
ら
の
使
節
団

が
、
３
月
24
日（
木
）か
ら
31
日

（
木
）ま
で
の
1
週
間
、
来
日
し

ま
す
。団
員
の
子
ど
も
達
を
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
を

募
集
し
ま
す
。

　
受
入
れ
に
際
し
て
は
、
特
に

個
室
や
ベ
ッ
ド
、
洋
食
な
ど
を

用
意
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
的
な
日
本
家
庭
で
の
生
活

体
験
を
楽
し
み
に
し
て
き
ま
す

の
で
、
気
軽
に
友
達
と
し
て
接

し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
宅
に
い
な
が
ら
に
し
て
外

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
使
節
団
受
入
れ

■ 

申
込
方
法

12
月
24
日（
金
）ま
で
に
企
画
課

へ
電
話
で
申
し
込
む

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
６
０
５
）

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　

参
加
者
募
集

市
と
稲
敷
市
商
工
会
青
年
部
で

は
、
好
評
の
「
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｋ
Ｉ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

ー
」を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
市
の
若
者

に
新
し
い
出
会
い
の
場
を
提
供

し
よ
う
と
計
画
し
た
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し

た
パ
ー
テ
ィ
ー
を
用
意
し
て
、

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

▽
日
時
：
平
成
23
年
２
月
12
日

（
土
）　
午
後
６
時
〜（
受
付
：
午

後
５
時
）　

▽
場
所
：
Ｂ
Ｅ
Ｌ

Ｌ
Ｅ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ（
牛

久
市
ひ
た
ち
の
西
１
︲
２
２
）　

▽
参
加
資
格
：
男
性
＝
20
歳
〜

45
歳
く
ら
い
ま
で
の
独
身
（
稲

敷
市
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
優
先
。

本
人
の
意
思
確
認
必
須
）
／
女
性

＝
20
歳
以
上
の
独
身　
※
男
女

と
も
応
募
多
数
の
場
合
抽
選　

▽
募
集
人
数
：
各
24
人
（
計
48

人
）　

▽
参
加
料
：
男
性
５
０

０
０
円
／
女
性
１
０
０
０
円　

▽
申
込
方
法
：
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む
（
申
込

用
紙
は
商
工
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）　

▽
申
込
締
切
：
平
成
23
年
２
月

２
日（
水
）

●
稲
敷
市
商
工
会
（
担
当
：
小

川
・
石
田
・
斉
藤
）　

☎
０
８
０

︲
２
２
６
９
︲
２
４
０
１
（
申

込
専
用
）
／
fax
０
２
９
︲
８
９

２
︲
４
９
６
４
／http://e-s

einenbu.com
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ご
み
の
野
外
焼
却
は
禁
止

　

違
反
す
る
と
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

あ
な
た
の
犬
・
ね
こ
の
た
め
に

　

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
！

■ 

有
害
な
物
質
が
発
生
す

る
野
焼
き

最
近
、
野
焼
き
の
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。ド
ラ
ム

缶
や
簡
易
な
焼
却
炉
な
ど
を
使

っ
た
野
外
で
の
ご
み
焼
却
（
野

焼
き
）は
、完
全
焼
却
が
難
し
く
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
の
発
生
を
招
く
た
め
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
発
が

ん
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

呼
吸
や
食
物
を
通
し
て
人
の
体

内
に
摂
取
・
蓄
積
さ
れ
る
と
、

健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

有
害
物
質
で
す
。

　
ま
た
、
煙
な
ど
に
よ
る
近
所

迷
惑
や
火
災
の
出
火
原
因
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
ご
み
な
ど
の

野
外
焼
却
は
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。　
※
違
法
な
焼
却
を
見
た

ら
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

違
法
な
焼
却
は
罰
せ
ら

れ
ま
す

違
法
な
焼
却
を
し
た
者
は
、
法

律
で
５
年
以
下
の
懲
役
、
も
し

■ 

犬
を
放
し
飼
い
に
し
な

い
！

散
歩
の
と
き
も
、
引
き
綱
は
必

ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。特
定
犬
は

オ
リ
の
中
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■ 

鳴
き
声
・
悪
臭
に
ご
用

心
！

む
だ
ぼ
え
し
な
い
よ
う
に
し
つ

け
ま
し
ょ
う
。飼
っ
て
い
る
場

所
を
清
潔
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■ 

捨
て
犬
・
捨
て
猫
は
、や

め
ま
し
ょ
う
！

子
犬
、
子
ね
こ
は
飼
っ
て
い
た

く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
、
ま
た
は
こ
れ
が
両
方
科
せ

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
必

ず
市
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
、
各

地
区
の
ご
み
集
積
所
に
出
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
４
０
５
）

●
稲
敷
警
察
署
生
活
安
全
課　

☎
０
２
９
︲
８
９
３
︲
０
１
１

０

だ
け
る
方
が
必
ず
見
つ
か
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。み
だ
り
に
愛

護
動
物
を
虐
待
し
、
ま
た
は
遺

棄
し
た
者
は
、
罰
金（
50
万
円
以

下
）に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

■ 

排
泄
の
し
つ
け
を
し
ま

し
ょ
う
！

散
歩
中
、「
ふ
ん
」を
し
た
と
き

は
、
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

ね
こ
は
室
内
で
飼
う
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

■ 

犬
・
ね
こ
に
エ
サ
だ
け

与
え
て
い
る
人
へ
！

飼
う
な
ら
責
任
を
も
っ
て
、
他

の
人
へ
の
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。無

責
任
な
飼
い
方
は
、
み
だ
り
に

繁
殖
さ
せ
、
犬
・
ね
こ
を
不
幸

に
し
ま
す
。

※
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

で
は
、
犬
に
よ
る
苦
情
な
ど
を

直
接
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
６
︲
７
２
︲
１
２
０

０

平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
２

月
28
日
ま
で
の
２
か
月
間
、

野
球
場
塗
装
改
修
工
事
の
た

め
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
利
用
者
の
方
々
に
は
、
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご

桜
川
総
合
運
動
公
園
野
球
場

　
２
か
月
間
、野
球
場
が
使
用
不
可
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
桜
川

総
合
運
動
公
園
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
桜
川
総
合
運
動
公

園　
☎
０
２
９
︲
８
９
４
︲

３
６
０
０
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トピックス

り
の
ま
ま
に
感
じ
、
考
え
、
精

一
杯
表
現
し
た
力
作
が
揃
い
ま

す
。

　
こ
の
作
品
展
を
通
し
て
、
地

域
の
皆
様
が
、
子
ど
も
達
へ
の

理
解
と
特
別
支
援
教
育
に
対
す

る
理
解
を
よ
り
一
層
深
め
て
く

だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ

「
手
を
つ
な
ぐ
子
ら
の
作
品
展
」

で
は
、
稲
敷
市
・
稲
敷
郡
内
の

各
小
中
学
校
に
お
い
て
、
特
別

支
援
教
育
を
受
け
て
い
る
子
ど

も
達
の
日
頃
の
学
習
の
成
果
を

発
表
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
ま
た
は
共
同
で
制
作
し

た
絵
画
・
工
作
・
手
芸
・
習
字

の
作
品
な
ど
、
子
ど
も
達
が
あ

「
手
を
つ
な
ぐ
子
ら
の
作
品
展
」

　
個
人
作
品
、共
同
作
品
の
力
作
が

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は

映
画
、
テ
レ
ビ
番
組
、
Ｃ
Ｍ
な

ど
の
撮
影
に
際
し
、
制
作
者
に

対
す
る
ロ
ケ
地
の
情
報
提
供
や

撮
影
支
援
な
ど
、
撮
影
を
円
滑

に
行
う
た
め
の
支
援
組
織
で
す
。

　
映
画
な
ど
を
通
じ
て
稲
敷
市

を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

稲
敷
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
り
、
本
市
の
知
名
度
向
上
と

集
客
力
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

い
な
し
き
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
様
々
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す

ま
た
、
地
域
の
経
済
、
観
光
振

興
、
文
化
振
興
の
発
展
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
郷
土
の
豊
か

な
自
然
や
、
個
性
あ
る
文
化
を

生
か
し
た
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■ 

ロ
ケ
実
績

最
近
撮
影
さ
れ
た
作
品
は
ド
ラ

マ「
桂
ち
づ
る
診
察
日
録
」「
モ

リ
の
ア
サ
ガ
オ
」「
セ
カ
ン
ド

バ
ー
ジ
ン
」
な
ど
。そ
の
他
の

せ
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
：
平
成
23
年
１
月
19
日

（
水
）
〜
26
日
（
水
）　

※
24
日

（
月
）は
除
く　
▽
公
開
時
間
：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
※
26

日
は
午
後
３
時
ま
で　

▽
場

所
：
江
戸
崎
公
民
館
ロ
ビ
ー

●
稲
敷
市
立
東
中
学
校
（
鈴
木 

美
治
）　

☎
０
２
９
９
︲
７
９

︲
２
２
０
６

作
品
に
つ
い
て
は
、
い
な
し
き

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
稲
敷
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
左

下
か
ら
入
れ
ま
す
。

■ 

協
力
者
募
集
！

稲
敷
市
内
で
撮
影
さ
れ
る
映
画

や
ド
ラ
マ
な
ど
の
制
作
会
社
か

ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
エ
キ
ス
ト
ラ
と

し
て
参
加
い
た
だ
け
る
方
や
支

援
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ロ
ケ
地
と
し
て
撮
影

に
協
力
い
た
だ
け
る
建
物
・
場

所
の
情
報
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。市
民
の
皆
様
よ
り
「
い

い
撮
影
が
で
き
そ
う
」
と
い
う

場
所
（
建
物
・
風
景
な
ど
）
の
情

報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
右
記
の
募
集
事
項
の
登
録
な

ど
に
つ
い
て
は
、
い
な
し
き
フ

ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。多

く
の
方
々
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
い
な
し
き
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
務
局　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０

０
０（
内
線
２
６
０
６
）

【営業時間】　午前 9 時 30 分～午後 6 時
【定 休 日】　12 月 14 日（火）
　　　　　　12 月 31 日（金）～ 1 月 4 日（火）
〒300-1412　稲敷市柴崎 9188 番地

TEL.0297-87-7777
 

稲 敷 直 売 所
新鮮野菜市場～年末年始セールのご案内～

●年末感謝セール　12 月 25 日～ 30 日

●イルミネーションによる飾り付け

●初売り　1月 5日から営業致します
●イベント情報

期間中御買上の方には、割引券を差し上げます

毎日夜 10 時まで点灯致しますのでお楽しみください

1月 9日 ちびっ子餅つき大会
※参加希望者の申し込み受付中！
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市
税
の
徴
収
の
た
め
不
動
産
公
売

　
入
札
状
況
な
ど
を
公
開

売却区分番号 所在・地番など 見積価額 最高価 入札参加者
稲22-1 稲敷市本新160番1　

田9031㎡ 3,980,000円 6,755,555円 4名

稲22-2 稲敷市柴崎字丹通1579番
田1586㎡ 410,000円 430,000円 1名

稲22-3 稲敷市堀川字草切438番
田2867㎡ 1,050,000円 1,251,000円 2名

稲22-4 稲敷市柴崎字瀬々沼8603番8
宅地199.80㎡ 1,170,000円 － 中止（公売前に完納

となりました）

稲22-5 稲敷市松山字御座作2276番
畑137㎡ 40,000円 40,000円 1名

稲22-6 稲敷市松山字御座作2281番
畑221㎡ 70,000円 73,900円 1名

稲22-7 稲敷市松山字馬場先2250番
畑2093㎡ 710,000円 810,000円 1名

稲22-8 稲敷市江戸崎字西寺甲1329番32
宅地125.63㎡ 460,000円 600,000円 1名

稲22-9 稲敷市阿波字阿波256番
田2045㎡ 820,000円 － 中止（公売前に完納

となりました）

稲22-10 稲敷市阿波字阿波228番
田656㎡ 180,000円 － 中止（公売前に完納

となりました）

10
月
28
日
に
美
浦
村
役
場
に
お

い
て
、
美
浦
村
と
の
合
同
で
差

押
不
動
産
の
公
売
を
行
い
、
開

札
の
結
果
、
最
高
価
の
申
込
者

に
売
却
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

滞
納
処
分
を
強
化
し
て

い
ま
す
！

市
税
を
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納

付
さ
れ
ず
、
督
促
し
て
も
な
お

納
付
し
な
い
場
合
、
預
貯
金
や

給
料
、
車
や
不
動
産
な
ど
の
財

産
を
調
査
し
、
差
押
え
や
公
売

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
稲
敷
市
納
税
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
１
２
）

総
務
省
統
計
局
で
は
、
平
成
23

年
１
月
か
ら
５
月
に
小
羽
賀
地

区
の
一
部
で
「
労
働
力
調
査
」

を
行
い
ま
す
。こ
の
調
査
は
、

就
業
状
況
を
調
べ
経
済
対
策
や

失
業
対
策
な
ど
に
活
か
す
た
め

の
調
査
で
す
。

　
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。調
査
員
が
各
世
帯
に
お
伺

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　
小
羽
賀
地
区

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
開
始
月
：
平
成
23
年
１

月　
▽
調
査
地
域
：
小
羽
賀
地

区
の
一
部

●
県
企
画
部
統
計
課
人
口
労
働

担
当　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲

２
６
４
９

■入札結果

水廻り救急車！  すぐ駆けつけます

稲敷市給排水設備指定工事店
スズキハウス 販売代理店

稲敷市阿波崎 1568
TEL:0299-79-1543

代表　根本 國男

給排水設備の事で
困ったらすぐ電話
稲敷市・阿見町・県南水道企業団

根本住宅産業根本住宅産業

茨城県産農林水産物等料理店指定店
御 食  事  処

朝　日　屋
常陸牛・ローズポーク・匠美鶏・常陸秋そば
自家製レンコンパウダー美蓮粉

稲敷市須賀津 279-1
tel.029-894-2116　http://www.asahiya2116.com

別館
カラオケ広場
歌　丸

詳しい内容は下記まで、お問い合わせください。

▷
入
札
会
場
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トピックス

2 

今
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を

そ
の
ま
ま
使
っ
て
見
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
？

3 

ア
ン
テ
ナ
は
交
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
？

●
相
談
会
の
問
い
合
わ
せ
先
＝

総
務
省
茨
城
県
テ
レ
ビ
受
信
者

平
成
23
年
１
月
に
市
内
で
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

　
受
信
相
談
会
で
は
、
地
デ
ジ

放
送
の
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
お
住
ま
い
の
地
域
で
地

デ
ジ
放
送
を
受
信
す
る
た
め
の

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談
会（
平
成
23
年
１
月
開
催
）

　
地
デ
ジ
放
送
の
情
報
や
質
疑
応
答

支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
茨

城 

相
談
会
グ
ル
ー
プ
）　
☎
０
２

９
︲
３
０
３
︲
２
６
０
１　
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
（
平
日
）

／
稲
敷
市
企
画
課
情
報
政
策
係

（
江
戸
崎
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲

期日 受付時間 会場
1月19日（水）

午前11時～
午後4時

江戸崎ショッピングセンターパンプ
2階　まちかど情報センター

1月20日（木） 稲敷市役所新利根庁舎1階ロビー
1月21日（金） 稲敷市桜川公民館1階ロビー
1月22日（土） 江戸崎ショッピングセンターパンプ

2階　まちかど情報センター
1月23日（日） 江戸崎ショッピングセンターパンプ

2階　まちかど情報センター
1月25日（火） 稲敷市役所新利根庁舎1階ロビー
1月26日（水） 稲敷市役所東庁舎1階ロビー
1月27日（木） 稲敷市桜川公民館1階ロビー

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２

６
０
６
）

●
地
デ
ジ
受
信
の
電
話
相
談
受

付
＝
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
︲
０
７
︲
０
１
０

１
、
地
域
電
話
相
談
窓
口　
☎

０
２
９
︲
３
０
７
︲
０
１
０
１

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
（
平
日
）、

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
土
日
、

祝
日
）

質
問
に
総
務
省
茨
城

県
テ
レ
ビ
受
信
者
セ

ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ

茨
城
）
が
お
答
え
し

ま
す
。

　
総
務
省
が
開
催
す

る
無
料
の
受
信
相
談

会
で
す
の
で
、
機
器

の
販
売
や
契
約
な
ど

の
勧
誘
な
ど
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。当
日

直
接
、
会
場
へ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■ 

こ
ん
な
質
問
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

1 

地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
見
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
に
は
い
く

ら
掛
か
る
の
？

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
製
造
事
業
所
を

対
象
と
し
た
調
査
で
、
12
月
か

ら
平
成
23
年
１
月
に
か
け
て
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。な
お
、

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

工
業
統
計
調
査

　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
稲
敷
市
企
画
課
統
計
係
（
桜

川
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
３
０

０
）

■相談会日程

結婚相談  み つ ば 担当：江田

日本仲人連盟加盟
稲敷市光葉 9-127
tel＆fax.0299-79-3855

大きな幸せを！
小さな相談室から
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■ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
の
取
引
で
は
、

送
金
後
に
商
品
が
届
か
な
い
、

商
品
に
不
具
合
が
あ
る
の
に
交

換
、
返
品
に
応
じ
て
も
ら
え
な

い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ノ
ー
ク
レ
ー
ム
ノ
ー
リ
タ
ー

ン
と
表
示
が
あ
り
、
そ
れ
を
盾

に
返
品
に
応
じ
て
く
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出

品
し
て
い
る
物
品
を
直
接
取
引

す
る
こ
と
は
、
規
約
違
反
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
場

合
は
問
題
が
起
き
て
も
、
サ
イ

ト
運
営
業
者
が
定
め
て
い
る
保

証
を
受
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。

■ 

ペ
ニ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
ペ
ニ

オ
ク
で
す
が
、
新
品
が
販
売
価

格
の
90
％
オ
フ
な
ど
と
、
激
安

で
落
札
で
き
る
よ
う
な
表
示
が

各
種
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
注
意

　
内
容
を
確
認
し
て
参
加
し
ま
し
ょ
う

あ
り
ま
す
。価
格
は
０
円
か
ら

10
円
刻
み
な
ど
で
上
が
っ
て
行

く
よ
う
な
形
式
で
す
が
、
入
札

の
た
び
に
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。そ
の
手
数
料
は
、
ポ
イ
ン

ト
購
入
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
な

ど
で
支
払
い
に
な
り
ま
す
。落

札
価
格
は
安
く
て
も
、
手
数
料

を
考
え
る
と
一
般
価
格
を
超
え

て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
出
て

き
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、

問
題
が
生
じ
て
も
自
己
責
任
が

問
わ
れ
ま
す
。内
容
を
十
分
理

解
し
た
上
で
参
加
す
る
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５　

▽
相
談

日
：
月
、
水
、
金
曜
日（
祝
日
を

除
く
）

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 我孫子事業所（オリエンタル我孫子）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

〈千葉県〉

年
金
コ
ー
ナ
ー

　
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
に
つ
い
て

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
収
納
業
務
を
民
間

事
業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘

れ
の
方
に
対
し
て
、
電
話
、
文

書
、
訪
問
な
ど
に
よ
る
納
付
の

ご
案
内
や
免
除
な
ど
の
申
請
手

続
き
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま

す
。

■ 

委
託
事
業
者

10
月
か
ら
事
業
者
が
変
わ
り
ま

し
た
。

（
株
）ア
イ
・
シ
ー
・
ア
ー
ル　

バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
共
同
企
業

体　

☎
０
９
５
４
︲
６
９
︲

１
６
０
０

■ 

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に

ご
注
意

委
託
事
業
者
が
電
話
に
よ
り
、

納
付
の
ご
案
内
を
行
う
場
合

は
、
厚
生
労
働
省（
日
本
年
金
機

構
）
が
発
行
す
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し

ま
す
。こ
の
た
め
、
銀
行
の
口

座
番
号
を
指
定
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
に
よ
り
保
険
料
の
振
り
込

み
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
委
託
事
業
者
の
「
納

付
督
励
員
」
が
訪
問
し
て
保
険

料
を
お
預
か
り
す
る
場
合
、
身

分
証
（
納
付
督
励
員
証
明
証
）
を

提
示
し
、
厚
生
労
働
省（
日
本
年

金
機
構
）
が
発
行
す
る
納
付
書

を
お
持
ち
の
方
に
限
り
、
保
険

料
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方

か
ら
、
保
険
料
を
お
預
か
り
す

る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。

●
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
１
３
）
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トピックス

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

●
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合　
☎

０
２
９
７
︲
６
４
︲
１
１
４
４

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
の
財
政

事
情
（
平
成
22
年
度
上
半
期
）
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。今
後
と
も

組
合
運
営
に
対
す
る
ご
理
解
と

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
の
財
政
事
情

　
平
成
22
年
度
上
半
期

歳入 歳出
項目 予算額 収入済額 項目 予算額 支出済額
分担金及び負担金 927,173 463,587 議会費 2,890 1,026
使用料及び手数料 29,473 12,185 総務費 219,376 105,367
財産収入 1,565 897 衛生費 335,546 84,056
繰入金 40,665 0 公債費 449,173 224,586
繰越金 10,000 31,456 予備費 2,000 0
諸収入 109 124
合計 1,008,985 508,249 合計 1,008,985 415,035
収入率（％） 50.3 支出率（％） 41.1

歳入 歳出
項目 金額 割合（％） 項目 金額 割合（％）
分担金及び負担金 971,680 93.9 議会費 1,973 0.2
使用料及び手数料 30,411 2.9 総務費 269,372 26.8
財産収入 1,849 0.2 衛生費 282,682 28.2
繰入金 0 0.0 公債費 449,172 44.8
繰越金 25,241 2.5 予備費 0 0.0
諸収入 5,474 0.5
合計 1,034,655 100 合計 1,003,199 100

土地 32,812㎡
建物 8,257㎡
車両 5台
基金積立金 234,491千円

■平成22年度一般会計の執行状況（単位：千円）

■平成21年度一般会計決算の状況（単位：千円）

■組合所有財産の状況

■組合債現在高の状況

平
成
23
年
１
月
10
日
は

「
１
１
０
番
の
日
」で
す
。

　
１
１
０
番
は
緊
急
電
話

で
、
警
察
へ
の
緊
急
通
報

手
段
で
す
。１
１
０
番
の

利
用
は
、
人
の
生
命
・
身

体
な
ど
の
保
護
に
支
障
を

生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
、
適

切
に
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

　
安
全
と 

安
心
つ
な
ぐ 

１
１
０
番

■ 

そ
の
他

各
種
相
談
、
要
望
な
ど
を

希
望
さ
れ
る
方
で
、
警
察

に
よ
る
緊
急
の
対
応
を
必

要
と
し
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
「
♯
９
１
１
０
」
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
警
察
署　
☎
０
２

９
︲
８
９
３
︲
０
１
１
０

■問い合せ先
稲敷市須賀津1872-6（聖苑香澄内）☎029-840-6133

　
ヘルパーさん募集中

協同組合 聖苑香澄売店市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：1万円

広告募集

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2402）

一般廃棄物処理事業債
1,514,566千円
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■ 

野
球
大
会

「
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
」

が
、
８
月
23
日
よ
り
４
日
間
、

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
関
東
代
表
の
茨
城
オ
ー
ル
県

南
ク
ラ
ブ
（
県
南
地
区
76
校
か
ら

の
選
抜
）の
一
員
と
し
て
、
市
内

の
中
学
生
２
人
が
出
場
し
、
見

事
、全
国
優
勝
し
ま
し
た
。

各
種
表
彰
、大
会
結
果

　
各
部
門
で
優
秀
な
成
績

■ 

中
学
校
新
人
戦

中
学
校
の「
県
新
人
体
育
大
会
」

で
、
江
戸
崎
中
学
校
と
新
利
根

中
学
校
の
生
徒
が
各
競
技
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

▽ 

江
戸
崎
中
学
校

□ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

＝
優
勝

□ 

柔
道
男
子
個
人　

飯
田
翔

太
＝
優
勝

□ 
陸
上
競
技　

４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
＝
第
２
位
／
１
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル　
松
本
風
雅
＝
第

４
位

□ 

軟
式
野
球
＝
第
３
位

▽ 

新
利
根
中
学
校

□ 

相
撲　

櫻
井
浩
太
郎
＝
第

２
位

■ 

卓
球
大
会

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
議

会
が
主
催
の
「
第
10
回
ゆ
う
あ

い
卓
球
大
会
」
が
10
月
17
日
、

笠
間
市
の
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。市
内
か
ら
は
８
人
の

選
手
が
出
場
し
、
優
秀
な
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

□ 

個
人
戦（
一
般
の
部
）

多
田 

博
己
さ
ん
＝
第
３
位
（
写

真
右
か
ら
３
番
目
）

□ 

個
人
戦（
初
級
者
の
部
）

香
村 

眞
知
子
さ
ん
＝
優
勝
（
写

真
左
か
ら
２
番
目
）

飯
島 

武
男
さ
ん
＝
第
３
位
（
写

真
右
か
ら
４
番
目
）

■ 

緑
の
少
年
団
活
動
コ
ン

ク
ー
ル

「
平
成
22
年
度
茨
城
県
緑
の
少

年
団
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、

新
東
小
学
校
が
県
知
事
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
生
か
し
、
保
護
者
や
地
域

住
民
と
連
携
協
力
し
て
様
々
な

自
然
体
験
活
動
（
米
づ
く
り
、
霞

ヶ
浦
再
生
活
動
な
ど
）
や
環
境
美

化
活
動
（
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
）

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

 

ま
た
、昨
年
度
に
完
成
し
た

「
新
東
の
森
」
づ
く
り
な
ど
も

受
賞
理
由
で
す
。

■ 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

公
益
社
団
法
人
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
の
「
第
３
回
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
、
す
だ
ち
の
里

が
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
１
３
１
４
作
品
の

応
募
が
あ
っ
た
中
で
の
受
賞
で

す
。

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
す

だ
ち
の
里　
☎
０
２
９
︲
８
９

３
︲
１
５
１
５

▷
タ
イ
ト
ル「
笑
顔
い
っ
ぱ
い・

春
い
っ
ぱ
い
」
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契
約
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

●
茨
城
労
働
局
賃
金
室　

☎

０
２
９
︲
２
２
４
︲
６
２
１
６

龍
ヶ
崎
家
族
会

月
例
会
の
開
催

家
族
の
中
に
精
神
障
害
の
子
ど

も
を
持
つ
父
母
や
兄
弟
が
集

ま
っ
て
、毎
月
１
回「
家
族
を
支

え
る
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
支
え
る
会
」
は
家
族
や
親

族
だ
け
が
参
加
で
き
る
会
で
、

病
気
や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の

勉
強
の
ほ
か
、
安
心
し
て
悩
み

を
話
し
合
い
、
多
く
の
参
考
意

見
が
聞
け
る
場
で
す
。事
前
の

申
込
は
不
要
で
す
の
で
、
初
め

て
参
加
さ
れ
る
方
も
、
ぜ
ひ
一

度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
：
平
成
23
年
２
月
５

日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分　
※
平
成
23
年
１
月
の
月

例
会
は
お
休
み
で
す
。　
▽
会

場
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　
▽

対
象
地
区
：
稲
敷
市
、
龍
ケ
崎

市
、河
内
町
、利
根
町
、そ
の
他

●
龍
ヶ
崎
地
方
家
族
会（
長
瀬
）

☎
０
９
０
︲
５
４
２
５
︲

２
２
３
６

血
液
検
査

竜
ケ
崎
保
健
所

竜
ケ
崎
保
健
所
で
は
、
血
液
検

査
を
無
料
・
匿
名
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
予
約
制
で
す
の
で
、
竜
ケ
崎

保
健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
：
通
常
検
査
＝
毎
週
火

曜
日　
午
前
９
時
〜
11
時
／
夜

間
検
査
＝
毎
月
第
２
火
曜
日　

午
後
５
時
〜
７
時　
※
祝
日
は

の
ぞ
く　
▽
検
査
内
容
：
エ
イ

ズ
、ク
ラ
ミ
ジ
ア
、梅
毒
、Ｂ
型

肝
炎
、Ｃ
型
肝
炎

●
竜
ケ
崎
保
健
所
保
健
指
導
課

☎
０
２
９
７
︲
６
２
︲
２
３
６

７
浄
化
槽
の
法
定
検
査

水
環
境
の
た
め
に

浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
、
保
守

点
検
と
清
掃
が
定
期
的
に
実
施

さ
れ
、
き
れ
い
な
水
が
放
流
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　
浄
化
槽
の
所
有
者
に
は
、
年

一
回
の
法
定
検
査
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。地
域

の
水
環
境
の
た
め
に
も
、
必
ず

受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
先
：
（
社
）
茨
城
県
水

質
保
全
協
会　

☎
０
２
９
︲

２
２
７
︲
４
８
３
６

●
県
環
境
対
策
課　
☎
０
２
９

︲
３
０
１
︲
２
９
６
６

出
張
職
業
相
談
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ヶ
崎

▽
日
時
：
12
月
16
日（
木
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時　
▽
場
所
：

あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

研
修
室　

▽
内
容
：
職
業
相

談
、求
人
情
報
の
提
供
、な
ど

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ヶ
崎　
☎

０
２
９
７
︲
６
０
︲
２
７
２
７

最
低
賃
金
が
改
正

時
間
額
６
９
０
円

茨
城
労
働
局
で
は
、
最
低
賃
金

額
を
10
月
16
日
か
ら
「
時
間
額

６
９
０
円
」に
改
正
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
内
の
全
産
業
、

全
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
最
低
賃
金
に
満
た
な
い
賃
金

額
を
内
容
と
す
る
契
約
は
、
労

使
双
方
の
合
意
で
締
結
し
て

も
、
賃
金
額
に
つ
い
て
は
無
効

と
さ
れ
最
低
賃
金
額
と
同
額
の

informationくらしと情報

市
長
の
動
向
（
10
月
）

１
日
：
稲
敷
地
区
高
齢
者
自
転

車
大
会（
江
戸
崎
体
育
館
）

２
日
：
稲
敷
市
長
杯
学
童
軟
式

野
球
大
会（
あ
ず
ま
白
鷺
球
場
）

３
日
：
市
民
軟
式
野
球
大
会

（
新
利
根
野
球
場
）
／
琴
伝
流
真

琴
会
大
正
琴
発
表
会
（
江
戸
崎

公
民
館
）

４
日
：
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

管
理
者
等
会
議（
組
合
事
務
所
）

５
日
：｢

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク｣

協
定
書
締
結
式（
江
戸
崎

庁
舎
）
／
主
要
道
路
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
要
望
活
動（
県
庁
）

６
日
：
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木

組
合
管
理
者
会
議
（
組
合
事
務

所
）

７
日
：
Ｊ
Ａ
稲
敷
年
金
友
の
会

輪
投
げ
大
会
（
江
戸
崎
体
育
館
）

／
戴
帽
式（
宮
本
看
護
専
門
学
校
）

９
日
：
秋
の
地
域
安
全
運
動
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン（
新
利
根
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）

10
日
：
市
民
ス
ー
ポ
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル（
江
戸
崎
体
育
館
）

12
日
：
１
０
０
歳
到
達
者
褒
状

記
念
品
配
布
／
稲
敷
広
域
管
理

者
等
会
議（
組
合
事
務
局
会
議
室
）

13
日
：
民
生
委
員
児
童
委
員
全

体
研
修
会（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

16
日
：
稲
敷
郡
農
業
委
員
会
協

議
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
桜

川
運
動
広
場
）
／
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
）

17
日
：
市
敬
老
会（
江
戸
崎
体
育

館
）
／
市
親
善
大
使
海
外
派
遣

団
報
告
会（
江
戸
崎
庁
舎
）

18
日
：
ペ
タ
ン
ク
全
国
大
会
出

場
結
果
報
告（
江
戸
崎
庁
舎
） 

21
日
：
議
会
全
員
協
議
会
（
東

庁
舎
）

22
日
：
大
宿
・
君
賀
連
絡
協
議

会
（
江
戸
崎
公
民
館
）
／
圏
央
道

用
地
取
得
促
進
会
議
（
土
浦
土

木
事
務
所
） 

 
 

24
日
：
県
南
南
部
地
区
消
防
ポ

ン
プ
競
技
大
会（
桜
川
庁
舎
駐
車

場
）／
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ「
稲

敷
市
の
日
」（
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
） 

 

25
日
：
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木

組
合
全
員
協
議
会

27
日
：
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
表
彰

式（
桜
Ｇ
Ｃ
）

28
日
：
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

議
会
定
例
会（
組
合
事
務
所
）

30
日
：
市
文
化
祭（
新
利
根
体
育

館
） 紙

面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て

掲
載
い
た
し
ま
す
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12月16日（木） 東分庁舎 弁
12月22日（木） 桜川庁舎
1月6日（木） 江戸崎公民館 弁
1月13日（木） 東分庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分～4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。弁＝弁護士に相談できます　申込：
稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-
2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。
▽日時：1月6日（木）、27日（木）午前10時～午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87- 
3439

教育に関する相談
1月18日（火）　江戸崎庁舎／ 1月19日（水）　新利根庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付＝1
月11日（火）午前8時30分～／定員＝各会場6人。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

生活相談

出張就職相談会

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時～11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

就職相談会（無料）を開催しています。
■ あずま生涯学習センター（創作室）

▽日時：12月22日（水）、1月5日（水）、12日（水）、26日（水）、

午前10時～午後3時
■ 稲敷合同庁舎（2階会議室）

▽日時：1月19日（水）午前10時～午後3時
●いばらき就職支援センター 県南地区センター tel.029-
825-3410

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：12月22日（水）午前10時～11時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：12月22日（水）午後1時30分～ 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel029-892-2000（内線

3200）
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12月19日（日） 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
12月23日（木） 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
 河合内科医院（阿見町）tel.029-843-3301
12月26日（日） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
12月30日 （木） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
12月31日 （金） 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
平成23年
1月1日（土） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
1月2日（日） 江戸崎ひかりクリニック（根宿）tel.029-834-5777
 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）

 tel.029-830-5151
1月3日（月） いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
 あべ整形外科（阿見町）tel.029-875-5303
1月9日（日） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
1月10日（月） 坂本医院（桑山）tel.029-892-2232
 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
1月16日（日） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
▽診療時間：午前9時～午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分～11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時～午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室 毎週月曜　午後1時～
カラオケ愛好会 毎週火、土曜　午後1時30分～
梅さんの落語会 1月7日（金）午前10時30分～
太極拳教室 1月12日（水）午後1時30分～
手話愛好会 1月21日（金）午後7時～
料理教室 1月24日（月）午前10時～
絵手紙教室 1月26日（水）午後1時30分～
茶道教室 1月27日（木）午前9時～
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

市の人口（常住人口）

総人口：46,423（-22）

　　男：22,974（-2）

　　女：23,449（-20）

世帯数：14,962（13）

※11月1日現在。かっこ内

は前月比

12月の納税
▽納期限：12月27日（月）

・固定資産税：3期
・介護保険料：5期
・国民健康保険税：5期
・後期高齢者医療保険料：6
期

informationくらしと情報
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今年で６回目を迎えた文化祭。メインの日である初日の
10月30日、新利根体育館を中心に開催されました。あ
いにくの悪天候でテレビの天気予報では台風情報が流れ
る中での開催。それでも年に一度のイベントには、たく
さんの参加者とお客様にご来場いただきました。
　メインステージの午前の部では、日頃活動している文
化協会の団体の皆さんや、あんば囃子、十二座神楽が。日
頃の成果を存分に発揮していました。
　また午後の部では、一木ひろし、鳴海聖子、大津美子さ
ん達による芸能人コンサートが。軽快なトークや、素敵
な歌声に会場は盛り上がりを見せていました。
　屋外会場では消防広場など中止イベントもありました
が、ほとんどの仮設テントブースが時間通りの開店を。
お客様も最初はまばらだったものの、徐々に客足が伸び、
出店者の苦労も報われたようでした。
　また、開催3日間を通じ、各種団体や、学校、福祉関係
の展示を見学に、大勢の方が各公民館や体育館へご来館
いただきました。
　これからも続いていく文化祭。雨の中をみんなで乗り
切った今年の文化祭は、きっと思い出に残ることでしょ
う。
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豪雨の中、みんなで成功させた！
今年の稲敷市文化祭

各地区会場での展示
　　10 月 30 日～ 11 月 1 日
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1
操
法
大
会

茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
県
南
南
部
地
区
大
会
が
10
月
24

日
、
桜
川
庁
舎
駐
車
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。稲
敷
市
か

ら
は
第
48
分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
５
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。８
月
か
ら
続
け
て
き
た
練
習
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
て
き
た
団

員
と
指
導
員
の
皆
さ
ん
、お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

2
北
小
で
防
犯
標
語
の
表
彰

10
月
29
日
、あ
ず
ま
北
小
で
防
犯
標
語
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
稲
敷
警
察
署
と
伊
佐
部
駐
在
所
連
絡
協
議
会
が
地

域
防
犯
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
。最
優
秀
賞
に
は

平
野
和
也
さ
ん
（
５
年
）
の
「
行
き
先
を 

き
ち
ん
と
言
っ
て 

で
か

け
よ
う
」。こ
の
他
に
も
優
秀
賞
２
作
品
、
佳
作
17
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。こ
の
標
語
看
板
は
表
彰
式
後
、児
童
と
協
議
会
メ
ン
バ
ー

に
よ
っ
て
通
学
路
な
ど
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

3
国
際
交
流
会

成
田
国
際
空
港
振
興
協
会
が
主
催
す
る
成
田
空
港
周
辺
地
域
教
育

支
援
「
国
際
交
流
会
」。こ
の
交
流
会
が
あ
ず
ま
南
小
と
西
小
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。10
月
22
日
に
は
西
小
で
５
、６
年
生
が
参
加
。カ

ナ
ダ
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
先
生
方
と
す
べ
て
英
語
で
会
話
し
、
カ
ー

ド
な
ど
を
使
い
、
楽
し
く
英
語
を
学
び
ま
し
た
。こ
の
交
流
会
は
、

来
年
に
は
北
小
、鳩
崎
小
な
ど
で
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

4
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ「
稲
敷
市
の
日
』

10
月
24
日
、カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
デ
イ
ズ
「
稲
敷
市
の
日
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
方
を
１
０
０
０
円

で
ご
優
待
。ま
た
、中
学
生
以
下
と
65
歳
以
上
の
方
、フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
会
員
の
方
は
無
料
。市
内
か
ら
約
３
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

2

3

4

1a

1b
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で・き・ご・と
10-11月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2402）

　
ま
た
、ス
タ
ジ
ア
ム
内
の
稲
敷
市
の
ブ
ー
ス
で
は
、特
産
品
販
売

や
チ
ン
ド
ン
屋
で
、稲
敷
市
を
ひ
ろ
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

5
駄
菓
子
屋
よ
こ
た
が
オ
ー
プ
ン

え
ど
さ
き
街
創
り
協
同
組
合
で
は
、
ま
ち
な
か
回
遊
事
業
の
一
環

と
し
て
、た
ま
り
場「
駄
菓
子
屋
よ
こ
た
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し

た
。場
所
は
不
動
院
の
入
り
口
。こ
の
駄
菓
子
屋
は
協
同
組
合
の

若
手
有
志
に
よ
り
、み
ん
な
の「
た
ま
り
場
」を
復
活
さ
せ
よ
う
と

数
年
越
し
の
想
い
を
実
現
さ
せ
た
も
の
で
す
。

6
防
災
訓
練

11
月
14
日
、
防
災
訓
練
が
市
内
各
所
で
開
催
さ
れ
、
江
戸
崎
地
区

で
は
、
市
民
参
加
に
よ
り
大
々
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。消
火
器

の
使
い
方
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、
応
急
担
架
の
取
り
扱
い
方
な
ど
を

江
戸
崎
地
区
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
消

防
団
は
、
鹿
島
神
社
を
火
点
と
想
定
し
、
小
野
川
な
ど
か
ら
の
水

利
を
と
っ
て
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

7
浅
草
で
今
年
２
度
目
の
産
直
市

11
月
13
日
と
14
日
の
両
日
、
２
回
目
と
な
る
浅
草
六
区
で
の
産
直

市
を
開
催
し
、
市
の
特
産
品
を
農
協
や
商
工
会
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
者
で
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。前
回
（
５
月
）
は
な
か
っ
た
レ
ン

コ
ン
関
係
の
商
品
が
新
た
に
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。た
く
さ
ん
の
方
に

稲
敷
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

8
市
へ
の
寄
付

10
月
31
日
、「
つ
ぼ
み
の
会
」主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
発
表

会
が
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
開
催
さ
れ
、
代
表
の
平
山
き

よ
子
さ
ん
か
ら
、
稲
敷
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
と
補
助
輪
付
き

の
車
い
す
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
８
ａ
）

　
ま
た
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
さ
れ
た
海
老
原
徳
幸
さ
ん（
つ
く
ば

市
在
住
）か
ら
は
、
い
つ
も
プ
レ
ー
し
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
の
所
在
地

へ
と
10
月
20
日
寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。（
８
ｂ
）

8a
5

6

7

8b



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

子育て情報満載！
“パンプ”の子育てコーナー
江戸崎ショッピングセンターパンプ2

あいアイ

つばさ・ひまわり

た。この機会に、たこや羽子板を作っ
て、お子さんと一緒に遊んでみません
か。平成23年1月6日（木）、7日（金）

の設定日以外でも準備していますので
気軽に遊びに来てください。

—お正月遊びを楽しもう—
伝統的なお正月遊びも少なくなりまし

階、市の情報センターに「子育てコー
ナー」があります。
　季節の飾り物や手作りおもちゃの展
示、「あいアイ」「つばさ」「ひまわり」の
イベント情報など子育てに役立つコー
ナーです。ぜひ、お立ち寄りください。

△栄養講座～“おやき”作りを体験。△秋一色の子育てコーナー
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あそびの広場日程 つばさ
▽時間：午前10時～11時30分（製作・講座）

12月
21日（火） クリスマス会（ケーキ作り）（どなたでも）

平成23年1月
6日（木） お正月遊びを楽しもう（どなたでも）

11日（火） リズム体操遊び（どなたでも）

13日（木） 英語で遊ぼう（どなたでも）

18日（火） 赤ちゃん集まれ！（首座り～1歳半位）

ひまわり
▽時間：午前10時～11時30分（製作・講座）

12月
15日（水） 給食体験（離乳食完了児）

17日（金） エアロビでリフレッシュ（どなたでも）

22日（水） お正月かざりを作ろう（どなたでも）

24日（金） 園児と一緒にクリスマス会に参加しよう
 （どなたでも）

平成23年1月
7日（金） お正月遊びを楽しもう（どなたでも）

12日（水） 体育遊び（運動サーキット）（2歳～）

14日（金） エアロビクスでリフレッシュ（どなたでも）

19日（水） 赤ちゃん集まれ！（首座り～1歳半位）

あいアイ
▽時間：午前10時30分～11時30分 ▽対象：0歳～就園前
▽予約制（すくすくday は予約不要、午前10時～）

※下記日程以外でも、開館時間中（平日の午前9時～午後4時）

は予約なしで自由に遊べます。
12月
14日（火） クリスマス飾りをつくろう／あいアイ
15日（水） クリスマス飾りをつくろう／東保健センター
16日（木） クリスマス飾りをつくろう／江戸崎保健セン
 ター
17日（金） クリスマス飾りをつくろう／桜川保健センター
18日（土） クリスマスコンサート（定員70組）／あいア 
 イ　※詳しくは11月号をご覧ください。
21日（火） ベビーマッサージ／あいアイ
22日（水） すくすくday ／東保健センター
24日（金） 誕生会（12月生まれ）／あいアイ
平成23年1月
11日（火） すくすくday ／東保健センター
13日（木） ママとあそぼう／あいアイ
※1月11日（火）午前中は休館



 

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

　　　女性特有のがん検診クーポン
　　　券のご利用はお済ですか？
今年度、21、26、31、36、41歳になられる方へ子宮
頸部がん検診無料クーポンを、41、46、51、56、61
歳の方へは乳がんマンモグラフィ検診無料クーポンを6月
初旬に郵送しました。
　有効期限は平成23年2月28日までです。有効期限を過
ぎますと利用できなくなります。また、医療機関において
は予約がなかなか取れない場合もあります。
　まだ利用していない方は、早めのご利用をお勧めします。
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）　tel.0297-87-
6111

　　　日本脳炎予防接種について
平成17年に旧日本脳炎ワクチン接種後の副反応で、重症
の急性散在性脳髄膜炎（アデム）が発生したため、国は日本
脳炎の接種を差し控えていました。しかし、新しいワクチ
ンの使用が開始されたことに伴い、日本脳炎予防接種の実
施方法が右記のとおり改正され再開しました。

■改正点1
2期対象者（9歳以上13歳未満）の接種が可能となりました。

（※）積極的勧奨は平成22年4月から開始。個人通知および3歳児
健診の案内に同封しています。

※1期、2期に該当される方で接種を希望される方は、予診票を
郵送しますのでご連絡ください。

■改正点2
2期の対象者の方で、積極的勧奨差し控えにより1期の接
種機会を逃した方は、2期の期間（9歳以上13歳未満）に1
期で接種できなかった回数分の接種が可能となりました。

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）　tel.0297-87-
6111
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行事予定
（12月15日〜平成23年1月15日）

▽ふれあいセンター：1月14日（金）午
前10時～
1歳6か月児健診
▽東保健センター：12月17日（金）午
後1時～　対象＝平成21年5月15日
～6月9日生まれ
2歳児歯科健診
▽東保健センター：1月13日（木）午前
9時45分～　対象＝平成20年12月7
日～19日生まれ
3歳児健診
▽東保健センター：1月12日（水）午後
1時～　対象＝平成19年11月18日

詳しくは3月に配布した、すくすくカ
レンダーをご覧ください。
予防接種（予約制、定員有）

■三種混合
▽東保健センター：1月7日（金）

■ポリオ
▽ふれあいセンター：1月20日（木）

3か月児健診
▽東保健センター：12月20日（月）午
後1時～

～12月5日生まれ
子育てひろば
▽ふれあいセンター：12月15日（水）

対象＝平成22年5月～6月生まれ
離乳食相談
▽ふれあいセンター：12月16日（木）

午前10時～

1期の接種済回数 2期の期間に接種可能回数
0回 → 3回
1回 → 2回
2回 → 1回

接種回数 年齢 勧奨状況

1期 3回
3歳

（平成18年4月2日生まれ以降）
積極的勧奨

（※）
4歳以上7歳6か月未満 希望者

2期 1回 9歳以上13歳未満 希望者



生涯学習
 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎） tel.0297-87-3439
  fax.0297-87-5306

広報稲敷 平成22年12月号　24

稲敷市民ゴルフ大会結果

第6回稲敷市民ゴルフ大会が10月27
日に、桜ゴルフ倶楽部において開催さ
れました。さわやかな秋晴れのなか、

一般67人、シニア94人、女子25人の
計186人が参加しました。

稲敷市民軟式野球大会結果
　　　

第11回稲敷市民軟式野球大会が10
月3日に開幕し、4週間にわたり開催
されました。
　大会は参加14チームのトーナメン
ト戦で行われ、見事優勝を飾ったのは、

春の大会に引き続き「新撰組」でした。
　優勝を果たした「新撰組」は、来春開
催予定の茨城県大会に出場する予定で
す。

△新撰組

順位 氏名 ネット・グロス 写真位置
優勝 黒田 和夫 70.2・87 左3番目
準優勝 佐藤 博英 70.6・85 右3番目
3位 青野 清一 70.8・78 左2番目

順位 氏名 ネット・グロス 写真位置
優勝 池田 猛 70.4・80 左2番目
準優勝 細谷 秋夫 70.6・85
3位 浜田 暁夫 70.8・84

順位 氏名 ネット・グロス 写真位置
優勝 岸 初江 73.0・97 中央
準優勝 川尻 祝子 74.0・86 左2番目
3位 鴻野 ゆき子 75.4・91

■一般の部

■シニアの部

■女子の部

→

→

→



 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

てない警官」安東能明、「マボロシの鳥」
太田光、ほか

江戸崎公民館図書室

おはなし会
ボランティアの方が、絵本を読んだり、
エプロンシアターをしてくれます。
▽日時：12月18日（土）　午後2時～
3時　▽場所：江戸崎公民館　和室2

▽日時：平成23年1月9日（日）まで
▽場所：2階ギャラリー

大人向け映画会
■北極のナヌー
地球温暖化の進む北極。厳しい大自然
の中で、様々な困難を乗り越え生きる
白くまナヌーの姿を描く
▽日時：平成23年1月8日（土）、9日

（日）　午後2時～（上映時間84分）　▽
申込：当日図書館カウンター　▽定員：
70人

おはなし会
今月は、クリスマス会です。紙芝居、パ
ネルシアター、手品や素敵なハーモ
ニーのクリスマスソングもお楽しみい
ただけます。手作りのプレゼントも用
意してお待ちしています。
▽日時：12月19日（日）　午後2時～
▽場所：2階視聴覚室

新刊図書
「歌うクジラ　上・下」村上龍、「ぎっち
ょんちょん」群ようこ、「人間小唄」町
田康、「カウントダウン」山本文緒、「撃

図書館図書室共通

年末年始の休館日
年末年始の休館日です。ご協力をお願
いします。
12月27日（月）～平成23年1月4日

（火）

貸出点数を増やします
次の期間は、貸出点数を増やします。
ぜひご利用ください。
■12月14日（火）～26日（日）

本・雑誌＝10冊まで
■12月21日（火）～26日（日）

ビデオ・CD・DVD ＝6点まで

市立図書館

幼稚園児の絵画展示
市内公立の幼稚園児および保育所（園）

児の絵画を一堂に集め、2階ギャラ
リーに展示しています。元気あふれる
子ども達の作品をご覧になってくださ
い。

新着図書（左から）

「稲敷・龍ケ崎・取手・牛久
の今昔」、「果物学」八田洋
章・大村三男、「木暮荘物語」
三浦しをん、「橘花抄」葉室
麟
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図書カレンダー 12〜1月
市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
12月
    15 16 17 18 
 19 20 21 22 23 24 25 
 26 27 28 29 30 31
平成23年1月
       １ 
 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
 ９ 10 11 12 13 14
江戸崎・新利根・桜川図書室
毎週月曜日、12月23日（木）、1
月11日（火）

■開館（室）時間：午前9時～午後
5時　※図書館は水曜日のみ午前
11時～午後7時



　

十
一「
張ち
ょ
う
こ
う孝・
張ち
ょ
う
れ
い
禮
兄
弟
」八

十
歳
の
母
の
為
、
木
の
実
を
拾

い
に
行
っ
た
兄
弟
が
盗
賊
に
お

そ
わ
れ
た
が
、
兄
弟
の
母
へ
の

孝
の
深
さ
や
、
兄
弟
同
士
の
思

い
や
り
に
心
う
た
れ
た
盗
賊
が
、

食
べ
物
を
与
え
た
。そ
の
後
も

兄
弟
は
、一
層
孝
を
尽
く
し
た
。

　

十
二
「
王お
う
し
ょ
う祥」
厳
冬
に
母
が

鯉
を
欲
し
た
時
、
氷
上
に
寝
て

体
温
で
氷
を
溶
か
し
、
鯉
を
捕

ま
え
よ
う
と
す
る
晋
の
王
祥
。

　

十
三
「
大た
い
し
ゅ
ん舜」
大
舜
に
辛
く

当
た
る
母
や
、
放
漫
な
弟
に
も

不
満
を
漏
ら
さ
ず
孝
行
す
る
大

舜
に
、
あ
ら
ゆ
る
動
物
が
農
作

業
を
手
伝
っ
た
。

　

十
四
「
郭か
っ
き
ょ巨
」
親
を
養
う
た

め
に
、
口
減
ら
し
に
わ
が
子
を

生
き
埋
め
に
し
よ
う
と
す
る
郭

巨
。孝
行
な
郭
巨
に
、
天
よ
り

黄
金
の
釜
が
与
え
ら
れ
妻
子

共
々
一
層
母
に
孝
を
尽
く
し
た
。

　

十
五
「
陸り
く
せ
き績
」
六
歳
の
陸
績

が
袁え
ん
じ
ゅ
つ
術
宅
を
訪
れ
た
時
、
陸
績

の
為
に
蜜
柑
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
し
た
。陸
績
が
蜜
柑
を
袂
に

隠
し
持
ち
帰
ろ
う
と
し
た
時
、

袁
術
に
理
由
を
問
わ
れ
ま
し
た
。

「
母
の
恩
に
報
い
食
べ
さ
せ
た

い
」
と
説
明
す
る
と
「
幼
い
の

に
何
と
い
う
親
孝
行
な
子
供
で

あ
ろ
う
か
、
稀
な
心
が
け
で
あ

る
」と
褒
め
讃
え
ら
れ
た
。

　

十
六
「
孟も
う
そ
う宗
」
病
弱
な
母
親

の
為
に
、
厳
冬
に
雪
深
い
竹
林

で
筍
を
掘
り
あ
て
た
晋
の
孟
宗
。

食
し
た
母
の
病
状
が
改
善
し
た
。

　

十
七
「
剡ぜ
ん
し子
」
目
を
患
っ
て

い
た
両
親
の
為
、
良
薬
と
さ
れ

る
鹿
の
乳
を
求
め
、
鹿
の
皮
を

ま
と
っ
て
鹿
の
群
れ
に
い
た
剡

子
が
、
高
い
志
に
よ
り
猟
師
に

撃
た
れ
ず
孝
行
が
出
来
た
。

　

十
八
「
庾ゆ
き
ん
ろ
う

黔
婁
」
胸
騒
ぎ
が

す
る
為
、
役
人
を
辞
し
て
帰
宅

す
る
と
、
父
が
大
病
を
患
っ
て

い
た
。病
気
の
父
の
便
を
舐
め

死
期
が
近
い
事
を
知
り
、
父
の

命
乞
い
を
北
斗
の
星
に
祈
り
続

け
る
庾
黔
婁
。

　

十
九
「
蔡さ
い
じ
ゅ
ん順」
蔡
順
が
母
の

為
、
熟
し
た
桑
の
実
を
採
っ
て

い
た
時
盗
賊
に
襲
わ
れ
た
。母

へ
の
孝
行
心
に
感
心
し
た
盗
賊

が
、
米
と
牛
を
与
え
た
。こ
の

米
と
牛
は
一
生
尽
き
な
か
っ
た
。

　

二
十
「
唐と
う
の
ふ
じ
ん

婦
人
」
唐
婦
人
は

姑
の
長
孫
夫
人
が
高
齢
で
歯
が

無
い
為
、
自
分
の
乳
を
与
え
、

毎
日
髪
を
と
か
し
孝
を
尽
く
し

た
。

　

二
十
一
「
山さ
ん
こ
く谷
」
高
官
に
出

世
し
て
も
、
朝
か
ら
夜
ま
で
母

へ
の
孝
養
を
怠
ら
ず
、
毎
日
母

の
便
器
の
始
末
を
す
る
山
谷
。

　

二
十
二
「
老ろ
う
ら
い
し

莱
子
」
老
莱
子

が
七
〇
歳
の
時
、
親
が
自
ら
の

老
い
を
悲
し
ま
な
い
よ
う
に
、

子
供
の
よ
う
な
仕
草
を
し
て
親

を
喜
ば
せ
た
。

　

二
十
三
「
漢か
ん
の
ぶ
ん
て
い

文
帝
」
皇
帝
の

位
で
あ
り
な
が
ら
、
母
の
食
す

る
物
を
毎
日
毒
見
し
た
り
、
薬

湯
を
煎
じ
る
時
は
人
任
せ
に
せ

ず
、
必
ず
自
分
で
そ
の
加
減
を

見
た
。

　

二
十
四
「
閔び
ん
し
げ
ん

子
騫
」
閔
子
騫

は
早
く
に
母
を
亡
く
し
た
。父

は
再
婚
し
二
人
の
子
を
も
う
け

た
。継
母
に
冷
遇
さ
れ
る
閔
子

騫
の
為
、
離
婚
し
よ
う
と
す
る

父
に
「
離
婚
す
る
と
子
供
達
が

不
幸
に
な
る
」
と
一
人
我
慢
す

る
閔
子
騫
。事
を
知
っ
た
継
母

は
、
以
後
実
母
の
よ
う
に
閔
子

騫
に
愛
情
を
注
い
だ
。

　

二
十
五
「
曾そ
う
し
ん參
」
あ
る
日
曾

參
の
母
が
、
指
を
噛
ん
で
曾
參

の
帰
宅
を
願
っ
た
。曾
參
は
山

逸
話
が
あ
り
ま
す
。当
時
の
村

人
が
、
孝
行
の
大
切
さ
を
理
解

し
、
彫
刻
を
尊
ん
で
い
た
様
子

を
垣
間
見
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

大
杉
神
社
を
訪
れ
、
三
〇
〇

年
後
の
今
も
輝
い
て
い
る
圓
鐵

の
鑿
の
技
を
、
直
接
肌
で
感
じ

て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　
　
〈
資
料
提
供　

大
杉
神
社
〉

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
58
回

　
大
杉
神
社『
二
十
四
孝
彫
刻
』（
そ
の
ニ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
浜
田 

純
男

で
薪
を
拾
っ
て
い
た
が
、

急
に
胸
騒
ぎ
が
す
る
の
で

急
い
で
帰
宅
し
た
。指
を

噛
ん
で
願
っ
た
の
が
、
遠

く
の
曾
參
に
響
い
た
の
は
、

孝
行
の
心
で
、
親
子
の
情

が
深
い
証
拠
。

　

二
十
六
「
紅こ
う
か
く革
」
母
が

牛
馬
を
怖
が
る
為
、
母
が

乗
っ
た
車
を
ふ
る
さ
と
ま

で
牽
い
て
行
く
後
漢
の
紅

革
。

　

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）

当
時
の
阿
波
村
が
大
火
に

見
舞
わ
れ
修
羅
場
と
化
し

た
状
況
に
も
、
二
十
四
孝

彫
刻
を
守
ろ
う
と
、
多
く

の
村
民
が
大
杉
神
社
に
駆

け
つ
け
、
彫
刻
を
取
り
外

し
大
火
か
ら
守
っ
た
と
の

△十六「孟宗」△二十三「漢文帝」

△十八「庾黔婁」△二十一「山谷」

△二十二「老莱子」
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

江
戸
崎
は
古
き
街
な
り
霙み
ぞ
れ降
る 

坂
本
美
園（
戸
張
）

読
め
ぬ
字
を
手
に
書
い
て
み
る
夜
長
か
な 

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

稲
架
解
い
て
筑
波
が
近
く
な
り
に
け
り 

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

末
枯
れ
て
身
に
ひ
そ
や
か
に
迫
る
老
い 

溝
口
民
城（
高
田
）

菊
の
香
や
小
筆
の
講
座
入
門
す 

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

優
勝
杯
囲
む
笑
顔
や
天
高
し 

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

い
わ
し
雲
下
総
ま
で
も
続
き
け
り 

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

梟
と
見
つ
め
あ
い
け
り
た
じ
ろ
ぎ
ぬ 

山
本
授
子（
犬
塚
）

曼
珠
沙
華
ま
と
い
し
闇
の
深
紅
か
な 

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

赤
ト
ン
ボ
サ
ッ
カ
ー
場
を
越
す
気
な
り 

青
木
啓
泰（
本
宿
）

秋
霖
や
川
に
渦
巻
く
潮
目
あ
り 

石
井
忠（
橋
向
）

玄
関
の
鍵
穴
照
ら
す
月
明
り 

福
本
き
み
え（
新
山
）

釣
瓶
井
戸
秋
蝶
白
く
舞
い
遊
ぶ 
岡
村
敏
子（
新
山
）

秋
の
夜
や
言
葉
覚
へ
し
子
と
電
話 
篠
田
啓
子（
新
山
）

空
遠
く
古
里
浮
ぶ
雁
の
群
れ 

山
下
徹
生（
犬
塚
）

高
原
の
水
澄
み
き
っ
て
い
る
早
瀬 

細
川
悦
子（
荒
宿
）

茸
狩
り
互
い
の
笊
を
覗
き
あ
う 

矢
崎
健
一（
古
渡
）

水
澄
ん
で
漁
師
の
声
の
良
く
透
る 

高
須
湖
城（
浮
島
）

彩
り
の
落
葉
積
み
あ
り
留
守
の
家 

永
長
小
夜（
古
渡
）

と
ん
ぼ
う
の
少
な
い
年
で
あ
り
に
け
り 

山
崎
幸
子（
浮
島
）

漫
画
読
み
読
書
の
秋
と
孫
が
言
う 

小
貫
和
子（
浮
島
）

冬
日
和
濯す
す

ぎ
を
宙
に
泳
が
せ
て 

高
柳
幸
子（
古
渡
）

石ざ
く
ろ榴
熟
れ
深
紅
の
小
粒
こ
ぼ
し
を
り 

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

秋
晴
れ
の
畠
に
見
し
は
大
雨
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
転
ぶ
幼
苗 

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

は
る
か
な
る
思
い
し
み
じ
み
亡
き
母
の
こ
の
大
島
を
そ
っ
と
着
て
み
る 

内
田
君
代（
沼
田
）

ホ
ー
ス
か
ら
バ
ケ
ツ
に
満
た
す
水
か
ぶ
り
炎
暑
の
庭
に
は
し
ゃ
ぐ
曽
孫
ら 

坂
本
緑（
鳩
崎
）

フ
レ
ー
ズ
を
待
っ
て
た
よ
う
に
や
む
落
花
こ
の
一
瞬
に
君
と
逢
い
た
い 

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

コ
ス
モ
ス
の
花
群
風
に
そ
よ
ぎ
お
り
朝
の
散
歩
の
歩
を
止
め
て
見
る 

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

塩
も
み
の
香
り
ほ
の
か
な
な
す
き
ゅ
う
り
朝
の
食
事
は
さ
っ
ぱ
り
食
す 

松
本
静
子（
西
町
）

昨
日
夏
今
日
は
秋
風
明
日
は
冬
も
し
や
来
週
春
で
も
来
る
か 

山
本
彰
治（
高
田
）

人
は
皆
顔
を
空
へ
と
口
開
け
て
鰯
雲
突
く
よ
な
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
る 

財
部
睦
美（
光
葉
）

孫　

元
気
紅
白
リ
レ
ー
の
選
手
な
る
声
援
湧
き
て
走
る
は
華
あ
り 

酒
井
盟
子（
羽
賀
）

秋
晴
れ
の
光
と
な
り
て
稲
を
刈
る
老
ら
ふ
た
り
の
コ
ン
バ
イ
ン
響
く 

永
長
小
夜（
古
渡
）

二
つ
有
る
夕
顔
の
鉢
花
終
わ
る
猛
暑
の
日
々
に
涼
を
残
し
て 

矢
崎
健
一（
古
渡
）

連
日
の
灼や

け
つ
く
暑
さ
い
づ
こ
に
か
雲
に
流
れ
て
夢
の
又
夢 

椎
木
道
代（
柴
崎
）

青
春
の
ぎ
っ
し
り
詰
っ
た
息こ子
の
リ
ュ
ッ
ク
鴨
居
の
主ぬ
し

と
な
り
て
久
し
き 

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

き
ら
め
き
は
日
々
に
薄う
す

れ
て
蠅は
え

ト
ン
ボ
は
や
目
も
見
え
ず
鈍に
ぶ

く
な
り
た
り 

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

連
日
の
猛
暑
に
た
だ
れ
し
汗あ
せ
も疹
に
も
特
効
薬
の
ご
と
き
涼
風 

岡
野
千
恵
子（
伊
佐
津
）

踏
ん
張
っ
て
ふ
ん
ば
っ
て
立
ち
ゐ
る
足
を
引
力
が
支
え
て
庭
に
布
団
干
し
た
り 

福
田
雅
子（
上
根
本
）

「
糖
尿
病
…
」医
師
の
言
葉
に
我
も
か
と
逝
き
に
し
兄
を
ふ
と
思
い
け
り 

柴
崎
文
子（
町
田
）

野
分
な
ん
ぞ
構
わ
ず
咲
き
継
ぐ
鳳
仙
花
触
る
れ
ば
種
を
ぽ
ん
と
彈
け
り 

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

毎
日
を
続
く
猛
暑
も
和
ら
い
て
雨
の
恵
み
に
草
木
よ
み
が
え
る 

平
山
栄
子（
八
筋
川
）

好
物
の
う
な
ぎ
を
供
え
て
七
年
忌
写
真
の
母
に
何
か
ら
話
そ
う 

根
本
邦
子（
押
砂
）

捨
て
ら
れ
し
こ
と
と
も
知
ら
ず
母
を
待
つ
い
ま
だ
聞
分
け
で
き
ぬ
幼
ら 

小
泉
實（
福
田
）

名
目
の
お
し
て
る
今
宵
鳴
く
虫
の
声
も
本
番
庭
に
充
ち
満
つ 

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

寝
つ
つ
聴
く
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
深
夜
便　
「
家
路
」に
牧
歌
の
風
感
じ
つ
つ 

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）
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ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで

編集後記　▽この号がつく頃は師走の中旬。みなさんもなにかとお忙しいことでしょう。あっと
いう間に訪れる平成23年。来年が稲敷市民全員（私も含む）にとりましてよいお年でありますよ
うに（i）　▽今年の12月は平年よりも冷え込むとのことです。今年もあと3週間。年末年始の準
備でお忙しいかと思いますが、体調に気をつけてください。それでは、よいお年を。（栗）

安全・おぶ・稲敷　　阿波駐在所　

■お名前を教えてください。
小島誠です。
■勤務年数は
39年7か月です。阿波駐在所勤務にな
ったのは今年の４月からです。
■地域の特徴は
自然豊かで、とても穏やかなところだ
と思います。反面、少子高齢化が進ん
でいるようにも思います。
■日々心がけていること
お年寄りが多いので特に高齢者の交通
事故防止や防犯に注意しています。特
に高齢者世帯や独居老人のお宅には、

気をつけています。また、最近は日が
暮れるのが早くなってきているので、
中学生の下校時刻にあわせてパトカー
で巡回しています。そして、地域住民
のための駐在所であることをいつも念
頭に置いています。
■駐在勤務で心に残っていることは
一度、ひき逃げ死亡事故の対策本部の
一員になったことがあります。事故当
日は雨で、逃げた車のナンバーもわか
らない状態でしたが必死になって探し
ました。10日ぐらいたっていたでし
ょうか、庭先の車の下から血痕が見つ

かり、逮捕することができたんですが、
その時が一番記憶に残っています。こ
れで少しはご遺族も報われるという思
いと、犯罪は絶対許されないというこ
とを実証できたことが印象に残ってい
ます。
■住民に対して一言
これから年末年始にかけて、交通事故、
空き巣、振り込め詐欺が増えることが
予想されます。特に暗くなってからの
交通事故、年々巧妙化する振り込め詐
欺、空き巣には十分注意してください。
みんなで、よいお正月を迎えましょう。

住所：稲敷市神宮寺2411-1 ／電話番号：029-894-2020
管轄地区：阿波・神宮寺・甘田・須賀津・四箇・南山来　地区

03no.

▲地元の皆さんとの会話を大切に

阿波駐在所阿波駐在所

至 東

至 浮島

至 古渡

至 高田

大杉神社大杉神社阿波小学校阿波小学校

郵便局郵便局
国道 125号線国道 125号線


